
都道府県名

提出年月日

○　林産部門
部門 林 産

種目 【　】産物 【　】技術・ほ場 【　】経営 【　】女性の活躍

【　】 ※「女性の活躍」での審査を希望する場合は【　】に○を記入の上、別紙様式にも記入してください。

★夫婦連名の場合でも、女性（配偶者等）の貢献度が高い場合は「女性の活躍」選賞審査をご検討ください

品目

表彰行事名

※夫婦連名での受賞の場合、上段に主たる経営者の、下段に配偶者の氏名を記入。受賞者が団体の場合は、上段に「団体名（代表 ○○ ○○）」と記載。
※性別について、受賞者が団体の場合は代表者の、受賞者が夫婦連名の場合には主たる経営者の性別に○。

郵便番号 住所（所在地）

個人・家族 団体・法人

　 　 ※「団体・法人」に○を付すと、以下項目が自動変更されるので、該当する場合は必ず○をつけてください。

生年月日

生年月日（配偶者） ←夫婦連名の場合に入力

※年齢・設立年数は、令和8年7月1日時点の値を記入してください。

ホームページアドレス ※ＨＰを開設している場合

後継者の有無 後継者の年齢 経営移譲

※後継者とは、受賞者との続柄等に関わらず、経営を実質的に継承する者を指します。
※後継者が「無」の場合は、２つ目以降の回答欄入力は不要です。

青色申告

家族への報酬 家族報酬月額

休日の設定 前年度年間休日

※家族への報酬、休日の設定が「無」の場合は、右隣の回答欄入力は不要です。

１．受賞者の概況（令和7年度）
（1）従事者（林業従事者・苗木生産者・きのこ生産者等）

※「従事者」とは、受賞財に関わる業務に従事する者を指します（実際の作業員だけでなく、方針を決定する経営者や役員、総務・経理担当者を含みます）。

(2)年間従事時間（（１）の②に該当する者について） （時間）
①：本人 ②：家族 ③のうち男性 ③のうち女性

(3)経営規模（前年度の施業の有無に関わらず、所有・管理している施業地の内訳） （ha:小数点以下第２位まで）

森林 苗畑 合計

自己所有

借入

経営受託

合計

※「その他（）」については、（）内に施業地の種名を記入してください。
※多角化経営を行っている場合は、受賞財に関わらず農地面積等も記入してください。

(4)林業・林産業経営収支 (千円）

所得の種類 林業外所得 合計

粗収益①

経営費②

所得（①-②）

※「所得の種類」は、「素材生産」「乾しいたけ」などの作業種や販売品目を記入してください。
※補助金を活用している場合、粗収益に計上し、内数を括弧書きで示すこと。また、経営費には家族労働費は含めません。

その他（　　　　 　　） その他（　　　 　　　） その他（　　　　 　　）

③：合計（①+②）

人 人 人 人 人日

後継者の受賞者との続柄

家族協定の状況
万円

　　日

②の延べ労働日数①：家族人数（非従事者を含む） ②：①のうち従事者 ②のうち男性人数 ②のうち女性人数

個人・団体の別
【該当区分に〇】

年齢

http://

年齢（配偶者）

（ふりがな）
受賞者（団体）名

性別

男
・
女
・

その他

「女性の活躍」選賞審査希望

令和8年度（第65回）農林水産祭参加表彰行事農林水産大臣賞選賞審査報告書補完資料



(5)主要な林業用機械及び施設の保有状況

名称 性能、馬力等 台数 自己所有・借入・共同別 共同所有の持ち分 名称 構造 面積(㎡） 自己所有・借入・共同別 共同所有の持ち分

(注）共同所有の場合は、1/2、1/3のように受賞者の持ち分を記入してください。

(6) 選賞審査報告書における農林水産祭表彰要領９(４)の各項目記載箇所

①出品財の性質・内容が抜群で、広く社会の賞讃に価するものであること。

②出品財の基礎をなす技術及び経営が特に優秀であること。

③出品財が農林水産業の先進化と産業的発展に役立つものであること。

④出品財が地域社会に貢献するものであること。

林業用機械 施設

※本項目は審査上非常に重要なので、枠が足りない場合は適宜拡幅し、充実した内容にしてください。選賞審査報告書に該当する記述がある場合は、「選賞
審査報告書○ページ●行目で記述。」のように記載してください。また、適宜、写真・図を添付してください。

父が昭和○年に始めたしいたけ栽培に、専門学校卒業後から後継者として関わるようになり、平成○年に経営を譲
渡された。経営譲渡後は、経営規模の拡大のため、施設の拡張や先端機器（○○社の○○）を導入した結果、先代
の乾しいたけ生産量○トン/年だったところ、現在では○トン/年まで向上しており、地域の一大生産者として認め
られるまでに発展を遂げた。（選賞審査報告書○ページ●行目で記述）
しいたけ原木となる○○は、所有山林からの採取だけでなく、長年に亘って管理が放棄されてきた他の所有者の山
林からも伐採することで調達を行っている。伐採後は確実に更新作業を行っているため、地域山林の適切な整備に
も繋がっている。（選賞審査報告書○ページ●行目で記述）
販売方法については、経営を始めた当初は直売所や農協への出荷のみであったが、平成○年からＥＣサイトを活用
した販売を始めた結果、出荷先が全国規模となり、販売額も○倍に増加した。また、加工販売にも着手しており、
商品のブランド化が一定の成功を収めたおかげで、生しいたけや乾しいたけのまま出荷した場合より、収益が○％
向上している。（選賞審査報告書○ページ●行目で記述）

・伐採した木は、枝葉を切り落とさず、そのままの状態にし、植菌後の菌糸の成長が進むよう、葉枯らし乾燥を
行うことで、良質なほだ木につながる工夫をしている。葉枯らし乾燥を行ったクヌギをバックホウで集材し、チェ
ンソーで玉切りする。玉切り原木はユニック車やダンプに積み込み、栽培施設に近い平地に運搬する。これら
の作業は、しいたけ原木生産の中で最も重労働であるが、小型建機等を活用することで、省力化、作業負担
の軽減を図っている。
（選賞審査報告書○ページ●行目で記述）
・３年目以降のほだ木については、発生促進等のための散水施設が完備されたスギ林のほだ場に伏せ込み、
ロット毎に発生散水や成長散水などの散水を行い、集中発生を避ける工夫をしている。集中発生を避けること
で、労働力と収入の平準化につなげている。また、立地の異なる複数のほだ場を活用することで、気温の差や
天候の違いによりしいたけの発生時期をズラし、収穫年による豊凶の差が平準化されるよう工夫している。
（選賞審査報告書○ページ●行目で記述）
・ハウス栽培と露地栽培を併用し、散水や通風管理など気象条件にあったきめ細やかな管理を行うことで、
良質な天白・茶花冬菇を生産している。

・○○町は平坦地が極端に少なく、急峻な山地内で原木の確保等を行う必要があるが、
架線を斜面縦横に張り巡らすことで原木やほだ木等の移動を可能とし、急斜面での効率
的な作業方法を確立している。これにより、一般的に1日当たりの原木生産量は○○m3と
言われているところ、氏は○○m3を生産する。また、索張り区間を短く、立木を利用して架
線ワイヤーを設置することで、不要な支障木伐採を抑え、森林環境の保全を図っている。
（選賞審査報告書○ページ●行目で記述）
・機械乾燥機と薪乾燥室の併用、廃ほだ木の燃料利用により灯油・重油の使用量を大
幅に削減している。乾燥の工程では、機械乾燥機○台○部屋で1度に○○㎏の生しいた
けを1次乾燥する。その後、機械乾燥機と等量の収容能力を有する薪乾燥室で仕上げ
の乾燥が行われる。これにより、乾しいたけ1㎏生産あたり、通常、灯油○ℓを要する
ところ、○ℓ程度に抑制し、燃料費の4割削減を実現している。
（選賞審査報告書○ページ●行目で記述）

・以前より○○県からの視察や、○○県林業大学校からの研修生の受入れを行っている。
また、平成○年度からは県認定指導林家として、また、平成○年度から○年間、ＪＡ○○椎茸
委員会の支部長として、原木しいたけ栽培における新規参入者の技術指導も行った。
・地域の小学生の総合学習では、講師としてしいたけの生産方法や収穫体験を実施し、地域
産業の伝承にも協力している。（選賞審査報告書○ページ●行目で記述）
・令和○年からは、SNSで日々原木しいたけの魅力やしいたけの美味しい食べ方を紹介するなど、
積極的に情報発信を行っている。氏のフォロワーは○千人を数え、乾しいたけ料理に挑戦した画
像が返信されるなど、若年層への普及にも取り組んでいる。
（選賞審査報告書○ページ●行目で記述）
・平成○年○月には、○○県において開催された、乾しいたけ生産流通研修会において、「○○
の風土と心意気が生み出す原木乾しいたけ」と題した講演を行い、○○県の原木しいたけのPR
を図っている。（選賞審査報告書○ページ●行目で記述）
・この他、地域の催事の青年会長を務め、しいたけ生産だけではなく、地域の活動において中核
的役割を担っている。（選賞審査報告書○ページ●行目で記述）

図・写真

図・写真

図・写真

図・写真



⑤出品者について、人物、団体の運営等が健全であること。

  ※就業規則、家族経営協定、役員名簿等、女性の活躍状況が分かる資料を添付してください。

(8)過去の受賞歴
受賞年月日

※天皇杯等三賞についても、受賞歴がある場合は記入する。また、親子等に同賞の受賞者がいる場合には備考欄に氏名及び続柄を記入してください。
※行数が足りない場合は、適宜追加してください。

所属
担当者氏名
電話番号 内線
Ｅ－ＭＡＩＬ

所属
担当者氏名
電話番号 内線
Ｅ－ＭＡＩＬ

○都道府県担当者連絡先
○○都道府県　○○○部　○○○課　○○○係

※「女性の活躍」選賞審査希望の場合は、別紙様式に記載。

行事の名称 賞の名称 備考

○主催団体担当者連絡先
○○協同組合連合会事務局

(7)女性の活躍状況（女性が働きやすい環境整備、女性の積極的な登用、女性の事業発展への貢献、波及性・普及性等）

・祖父、父と三代にわたる優れたしいたけ生産農家の後継者であり、県内のみならず県外においてもその卓越した技術の普及に努めている。
・自己所有林の更新により循環型経営を持続しており、他の生産者の模範になっている。
（選賞審査報告書○ページ●行目で記述）
・令和○年度には森の名手・名人（主催：公益社団法人国土緑化推進機構）に選定されるなど、地域の生産者の目標とされる存在になっている。
（選賞審査報告書○ページ●行目で記述）


